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第
六
巻
第

一
號
)

喀
血

の
処
置

京

都
市

立

療

養

所

長

医
学

博
士

三

戸

時

雄

喀
血

の
場
合

に
も
類
症
鑑
別
の
大
切
な
事
は
勿
論
だ
が
、
鼓
に
は
肺
結
核
が
原
因
で
、
肺
臓
か
ら
の
出
血
を
喀
出
す

る
場
合
の
庭
置
に

付

い
て
述

べ
る
。

喀
血
の
虜
置
は
本
來
は
、
結
核
を
治
癒
せ
し

め
て
、
喀
血
が
全
く
起
ら
な

い
檬
に
す

べ
き
者
で
あ
ら
う
が
、
實
際
は
喀
血
が
起

っ
だ
か

ら
、
其
の
後
の
喀
血
が
起
ら
な

い
様
に
、
努
力
す

る
事
に
な

つ
て
居

る
。

ツ

マ
リ
患
者
の
で
も
、
医
者

の
方
で
も
喀
血
が
起

こ
る
前

に

肺
結
核
を
治
癒

せ
し
む
る
時
機
を
逸
し

て
居

っ
陀
、
ご
言
ふ
事
實
が
全
部
の
喀
血
患
者
に
存
す
る
の
だ
。
そ
し

て

三
旦
喀
血
が
起

こ
る
ご

本
病
の
結
核

ご
は
離
れ
て
、
何
だ
か
合
併
症

か
或
は
外
傷
に
よ
り
出
血
で
も
庭
置
す

る
様
に
考

へ
ら
れ
て
、
出
血

さ
へ
止
め
れ
ば
良

い

檬

に
、
見
ら
れ
て
は
居
な

い
か
ご
云

ふ
氣
が
す

る
。
之
も
喀
血
の
病
理
が
不
明
だ

か
ら
、
止
む
を
得
な
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
何

こ
し

て
も
喀
血
殊
に
大
喀
血
の
場
合

に
、
血
液
凝
固
性
や
其
の
速
度
を
高

め
る
檬
な
、
藥
剖
許
り
を
注
射
す

る
他

に
方
法
が
無

い
。
現
在
の

治
療
學
は
實
に
情
無

い
ご
言
は
ね
ば
な
ら

の
。
喀
血
の
場
合
に
無
暗
ご
藥
捌
を
用

ふ
る
方
法
は
、
丁
度
火
事

の
場
合

に
、
火
元
は
壷
所

で
煙
が
二
階

の
窓
か
ら
吹
出
て

、
居

る
の
を
見

て
、

二
階
の
窓

へ
「
ホ
ー

ス
」
を
向
け
て
居

る
檬
な
氣
が
す

る
。
火
元

は
聲

一
枚
で
濟
ん

だ
が
、

二
階
や
下
座
敷
は
「
ホ
ー

ス
」
の
御
蔭
で
、
壁
も
箪
笥
も
毫
な
し
に
な
つ
て
、
身
代
丸
潰
れ
ご
云
ふ
事

に
な

つ
て
は
、
消
防
は
有

り
難
く
な

い
。
人
命
を
預
か
る
馨
者
は
、
及
ば
な

い
迄
も
冷
静
に
充
分
の
考
察
を
如

へ
て
。
治
療

に
か

、
る
必
要
が
あ
る
。

何
分

喀
血

の
病

理
は
不
明
だ
こ
言

つ
て
良

い
。
病
理
學
者

の
推
論
に
は
、

一
部
分
事
實
を
敏
い
で
居

る
鮎
が
あ
る
か
ら
、
其
の
推
論
の

全
部
を
臨
鉢
上
の
事
實
だ
こ
認

め
る
に
は
、
隔
靴
掻
痒
の
戚
を
免
れ
な
い
庭
で
あ
る
。

法
馨
學
上
で
或
臓
器
が
、
死
後
幾
時
間
を
纒
過

し
だ
者
だ
こ
、
推
定
し
得

る
に
至
つ
た
研
究
道
程
ご
は
、
異

る
鮎
が
あ
る
の
を
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
血
線

や
血
疾
を
喀
出
し
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た
時
の
屍
膿
の
剖
槍
か
存
在
し
な
け
れ
ば
、
血
線
や
血
疾
を
喀
出
し
た
臓
器
の
病
理
は
不

明
で
あ
る
。
塞
洞
の
如
き
は
顯
微
鏡
的
の
者

か
ら
、
肺
葉
大
の
者
迄
あ

つ
て
、
同

三
の
大
さ
で
も
、
其
の
新
奮
や
病
勢
進
行
の
速
度
で
甚
し

い
差
が
あ
る
べ
き
で
、
血
管
を
存
す

る
者
も

あ
れ
ば
、
全
然
内
容
の
有
し
な
い
程
古

い
者
も
あ
る
程
だ
か
ら
、
問
題
は
非
常

に
難
解
で
あ

る
。
自
分
の
考

へ
で
は
現
在
の
庭
、
病

理
學
者

に
よ
つ
て
は
、
滲
出
型

ご
増
殖
型

(型
ご
言
ふ
よ
り
は
、
期
ざ
言

つ
だ
方
が
良
い
か
ε
思
ふ
)
ご
、
い
つ
れ
が
喀
血
が
多

い
か
ご
言

ふ
事
を
、

正
し
く
敷

へ
ら
れ
て
も
幸
幅
だ
こ
思
ふ
。
元
來
吾
等
が
肉
眼
視
す

る
庭

の
喀
血
ご
言
ふ
者
は
.
陀
ざ

へ
血
線
で
あ

つ
て
も
鮎
血

で
あ

つ
て

も
、
其
等

は
全
部
喀
疾
ご
共
に
出
る
者
で
あ
つ
て
、
其
の
時
既

に
肺
部
の
實
質

に
は
、
相
當

の
攣
化
が
あ
つ
て
其
の
部
分
で
も
、
實
質
血
管

で
も
氣
管
枝
血
管

で
も
、
或
程
度
の
侵
蝕
を
蒙

っ
て
、
其
の
血
管
か
ら
出
血
す

る
の
で
あ
る
。
腱
が
此
の
以
前

に
喀
擁

(の
産
出
場
所

ご

性
質

ご
の
議
論
を
省
く
)
は
出
な

い
が
、
既
に
小
さ
い
な
が
ら
も
、
上
記

の
檬
な
病
竈

が
あ
つ
て
、
出
血
は
し
て
居

る
が
、
其
ご
共
に
出

る

べ
き
丈
け
の
疾

の
量

が
無

い
爲

め
に
、

一
線

一
鮎
の
血
液
丈
け
で
は
、

口
迄
出

て
來
な
い
ご
言

ふ
事
實

が
有
り
得

る
の
で
あ
る
。
勿
論

か

㌧
る
血
液
は
氣
管
内
で
憂
化
し
た
り
、
又
は
吸
牧
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
肺
に
存
す

る
異
物
が
全
部
、
咳
噺
若
く
は
藍
毛
細
胞

の
力

で
、

ロ
迄
出
て
來

る
者
で
無

い
事
は
言
ふ
迄
も
無

い
。
或
は
出

て
來

て
も
幼
小
見

で
は
、
嚥
下
せ
ら
る

、
ご
言
ふ
事
も
認

め
ね
ば
な
ら

ぬ
。

か

、
る
時
期
の
剖
槍
は
吾
等
が
遭
遇
し
な

い
か
ら
、
其
の
病
理
は
不
明
で
あ

る
。
だ
か
ら
唯
今

の
虜

で
は
、
矢
張
り
臨
躰
上
の
観
察

推
断

に
も
、
相
當
重
大
な
意
味
を
與

へ
て
差
支

へ
が
無

い
。
腱
で
臨
躰
上
ど
ん
な
鮎
が
大
切

か
ご
言
ふ
ご
、
凡
そ
次
の
檬
な
貼
で
あ
る
。

喀
血

の
場
合

に
、
肺
臓
の
何
れ
の
部
分
か
ら

か
ご
、
言

ふ
事
を
診
定
す

る
の
は
、
困
難
な
場
合
が
多

い
。
誰
れ
も
が
遭
遇
す

る
檬

に
、
喀
血

の
経
験

の
あ

る
敏
感

の
患
者
は
、
相
當
量
の
喀
血
で
あ
る
場
合

に
は
、
出
血
側
に

三
種

の
温
い
物

の
流
れ
る
檬
な
、
異
感
が
あ

る
事
を

訴

へ
る
が

(之
れ
は
恐
ら
は
大
出
血
し
た
後
で
、
殊
に
室
洞
内

の
出
血

か
ご
自
分
は
考

へ
る
)
之
れ
は
信
じ
て
も
良
い
檬

で
あ
る
。
出
血

側
に
出
血
の
爲
め
の
疹
痛
が
起
ら
な
い
の
ご
、
安
静
を
守

る
必
要

こ
か
ら
、
仰
臥
し
て
居
る
者
が
多

い
が
、
若
し
側
臥
し
て
居

る
場
合
に

は
、
出
血
側

ε
認
む
べ
き
方
を
、
上
に
し

て
居

る
者
が
多

い
様
だ
コ
之

れ
は
多
分
は
喀
血
が
容
易
な
爲
め
だ
ら
う
が
、
或

は
出
血
側
の

馨
血
を
避
け

る
爲

め
か
、
若
く
は
出
血
側
を
下
方

に
す

る
ご
、
出
た
血
液
の
氣
管
内

へ
滞
留
す

る
時
間
が
延
長
し
て
、
凝
血
が
大
き
く



な
る
爲
め
に
、
咳
蹴
が
強
く
も
多
く
も
な

る
事
を
、
避
け

る
爲
め
の
自
然
的
要
求
か
も
知
れ
な
い
。
理
論
ざ
し

て
は
出
血
側
を
下
に
し

に
方
が
、
其
の
肺
の
蓮
動
節
減

こ
な

つ
て
、
良

い
だ
ら
う
ご
考

へ
ら
れ
る
が
、
實
際
に
は
左
様

で
な

い
檬
だ
。

い
つ
れ
に
し

て
も
永
く

側
臥
し
て
居

る
者

は
少

い
か
ら
、
臥
位

の
み
で
は
判
噺

は
著
か
な
い
(肺
炎
の
場
合

に
は
患
側
を
下
に
し
て
居

る
患
者
が
多

い
)
。
再
診

の
患
者
で
は
、
急
に
水
泡
音
の
登
生
し
花
場
所

ご
に
、
干
素

の
水
泡
昔

の
性
質

が
急
に
憂
化

(す

る
檬
な
事
は
喀
血
は
な
く
こ
も
あ
る

が
)
し
た
虞
を
、
出
血
場
所
ご
見

る
の
が
穏
當

で
あ
る
の
は
先
人
の
言
の
遥
り
だ
。
初
診
の
患
者

に
又
は
再
診

の
患
者
で
も
、
初
同

の
喀

血
の
場
合

に
は
水
泡
音
の
最
も
多

い
庭
を
、
出
血
竈

ご
見

る
外
は
あ
る
ま
い

(水
泡
音
の
無

い
腱
に
、
古

い
室
洞
が
あ
つ
て
、
其
の
室
洞

か
ら
出
血
し

て
、
喀
血
後
時
を
経
て
其
庭

(新

に
水
泡
音
を
多
く
登
す

る
様
に
な

つ
た
、
に
も
拘
ら
す
、
喀
血
前

に
水
泡
音

の
有
し
た
場
所

は
、
依
然

こ
し
て
聴
診
上
何
等

の
攣
化
も
呈
し
な

い
、
ご
言
ふ
様
な
事
は
多

い
例
だ
か
ら
注
意
を
要
す

る
)
。
是
等

の
場
合
に
梢

ー
大
な

る
氣
管
枝
内

へ
、
滞
留

せ
る
血
液

の
爲

め
に
起

る
氣
管
枝
水
泡
音

ざ
に
、
叉
は
傳
達
水
泡
音
を
庭
別
す
る
事
の
必
要
は
勿
論
で
あ
る
。
若

し
大
喀
血
で
あ
れ
ば
、
矢
張
り
最
も
古

い
病
竈

か
ら

の
、
叉
は
室
洞
の
あ
る
場
所
か
ら
だ
こ
解
す

べ
き
で
あ
ら
う
。
次
に
血
管

に
就

い

ヱ
考

へ
る
ご
、
實
質
の
動
脈

か
ら
出
血
す

る
事

が
多
く
て
、
静
脈

か
ら
來
る
事
は
少

い
だ
ら
う
。

三
箇

の
病
竈
が
成
立
す

る
ε
、
其
の

内

の
静
脈
は
先
づ
血
管
壁

に
損
傷
を
蒙

つ
て
、
「
ト

ロ
ン
ブ

ス
」
を
生
じ
て
、
次

い
で
閉
鎖
し

て
、
血
管
が
消
滅
し
て
行
く
が
、
動
脈
の

方
で
は
か
、
る
攣
化

に
強
く
堪
え
る
か
ら
、
破
裂
す

る
に
至
る
べ
き
で
あ
る

(強
度
の
鰐
血

の
存
す

る
腱
で
は
、
静
脈

の
方
が
先
づ
破
裂

す

る
だ
ら
う
が
、
吾
等

が
剖
槍
で
見
る
庭
で
は
、
雛
血
竈

に
出
血
斑
を
見

る
事
は
極
め
て
少
な
い
。
少
く
こ
も
相
當
量

の
喀
血

ご
言

ふ

程
の
者
は
、
鯨
り
多
く
醗
血
竈

か
ら
は
來
な
い
だ
ら
う
)
。
最
も
窒
息
こ
か
「
ル
フ
ト

エ
ン
ボ
リ
ー
」
で
死
ぬ
る
場
合
に
は
、
大
き
な
静
脈

の
破
裂
も
あ

る
だ
ら
う
。
少
量

で
も
凝
血
で
な

い
液
状
血
液
が
附
著
し
た
喀
疾
を
、
歎
週
間
も
出
す
場
合
は
、
同
じ
く

(小
な
る
)
動
脈
を

見

る
べ
き
で
、
し

か
も
大
き
な
室
洞
内
で
は
な
く
て
、
氣
管
枝
に
近
い
病
竈
か
ら
で
、
あ

る
べ
き
筈

で
あ
る
。
之
れ
は
廣
汎
な
病
竈

の

静
脈

が
順
次
に
破
れ
る
が
、
又
は
馨
血
竈
か
ら
も
起
り
得
る
現
象
だ
が
、
實
瞼

で
も
剖
槍
で
も
診
定
を
與

へ
得
な

い
問
題
で
あ
る
。
歎

日
で
鮮
血
の
喀
出
が
止

め
ば

(血
疾
は
出

て
も
)
、
量
は
多
少
は
多
か

つ
た
に
し

て
も
、
静
脈

の
出
血
ビ
見
て
良
い
。
出
血
か
ら
喀
出
迄

臨
淋
實
験
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の
時
間
は
不
明
だ
か
ら
、
出
た
血
液

の
量

で
、
動
静
脈

い
つ
れ

か
ら

か
ご
言
ふ
判
定
は
1

殊

に
大
循
環

の
支
配
下

に
あ

る
、
氣
管
枝

血
管

(極
め
て
小
さ
い
が
)
か
ら
も
出
血
す

る
か
ら
t

全
然
不
明
確

で
あ
る
事
は
勿
論
だ
。

次
に
喀
血

の
機
縛
を
考

へ
る
ご
、
健
康
血
管
か
ら
出
血
す

る
事
は
な

い
。
必
す
大
な
り
小
な
り
、
病
攣
を
有
す

る
血
管

が
破
裂
し

て
、

出
血
す

る
の
で
あ
る
。
此
時
同
時

に
氣
管
枝
が
、
損
傷
し
て
居
る
事
が
必
須
條
件
で
あ

る
。
血
管
が
直
接

に
氣
管
内

へ
破
裂
す

れ
ば
、

直
ち
に
喀
血
す
る
が
、
室
洞
内

へ
破
裂
し
た
場
合

に
は
、
血
管
破
裂

ご
同
時
に
喀
血
し
な
い
事
も
あ
り
得

る
。

の
み
な
ら
す
若
し
室
洞

ミ

壁
が
完
全
で
あ
つ
て
、
其
壁
に
開
放
し
た
氣
管
枝

が
な

い
場
合
に
は
、
出
血
し
て
も
喀
血
し

な
い
事
が
あ
り
得

る
。
或
は
室
洞
壁
が
開

放
氣
管
枝
を
有
し

て
居

つ
て
も
,
其
の
室
洞
が
肋
膜
膣
ご
交
蓮
し
て
居

る
場
合

に
は
、
溶
血
は
僅
少
で
、
大
部
分
の
血
液
は
肋
膜
腔

へ

出

て
居

る
事
が
あ
る

(炉
、
る
場
合
の
大
出
血

で
は
、
患
者
は
死

ぬ
る
事
が
多

い
だ
ら
う
)
。

ッ
マ
リ
喀
血

の
場
合
に
、
此

の
氣
管
枝

の

損
傷

が
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し

て
出

る
血
量
は
、
此
氣
管
枝

の
損
傷

の
大
小
ご
、
破
裂
し
だ
血
管

の
大
小

ご
、
破
裂

ロ

の
大
小
ご
、
動
脈

ご
静
脈
ご
で
、
大
き
な
相
違
が
あ

る
が
、
更
に
破
裂

口
周
園
の
抵
抗
が
、
大

い
に
關
係
し

て
居

る
。
周
團

の
抵
抗
が

少
な
い
程
、
出
血
量
が
大
き
く
な
る
。
血
管
壁
の
病
攣
が
輕
度
で
、
牧
縮
力

が
強
く
て
、
周
園
の
抵
抗
が
大
な

る
程
、
出
血
量
は
少
な

い
。
次
い
で
は
血
液

の
凝
固
性
が
關
係
を
有
す

る
事
勿
論
で
あ
る
。
凝
固
性
は

三
般

に
は
、
徐
程
大
切
に
考

へ
ら
れ
て
居
る
が
、
血
友

病
の
如
き
を
除

い
て
は
、
個
人
的
の
少

々
の
差
位
は
問
題
で
は
な
い
。
凝
固
性
が
如
何

に
高
く
て
も
、
破
裂

口
が
大
き
い
か
、
叉
は
周

園
が
無
抵
抗
で
あ
つ
て
は
、
止
血
す

る
事
は
困
難
で
あ
る
。
吾
等

の
遭
遇
す

る
大
出
血
で
、
例

へ
ば
門
脈
破
裂
、
胃
潰
瘍
、
小
出
血

で

は
扁
桃
腺
の
切
除
、
抜
歯
、
静
脈
内
注
射
等

の
場
合
を
考

へ
る
ご
、
如
何
に
血
管
壁

の
性
質
ご
、
周
園
の
抵
抗
ε
が
、
出
血
量

に
關
係

す

る
者
で
あ
る
か
が
分

か
る
。
術
ほ
破
裂

口
の
内
壁
に

三
時
的
に
「
ト

ロ
ン
ブ

ス
」
を
作
る
事
も
必
要
だ
ら
う
。
最
後
に
血
歴
も
喀
血

に

關
係
が
あ

る
檬

に
考

へ
ら
れ

る
が
、
今
日
迄
の
文
獄

で
は
、
血
趣
が
重
大
な
意
義
を
持

つ
ご
は
考

へ
ら
れ
な

い
、

三
旦
血
管

が
破
裂
し

陀
後
に
は
、
高
血
趣
よ
り
も
寧
ろ
劇
動
等

の
爲
め
に
來

る
、
急
劇
な
血
趣
昇
騰
が
意
味
が
あ
る
べ
き
で
、
血
管
破
裂
前

に
有
す

る
、

一

二
〇
の
血
趣

ご

三
二
五
の
血
趣
の
相
違
が
、
喀
血

の
機
轄
ご
出
血
量
ご
に
、
關
係
を
有
す

る
ご
は
考

へ
ら
れ
な

い
。

よ
く
例

に
畢
げ
ら



れ
る
。
運
動
選
手
が
競
技
中
に
喀
血
す

る
事
あ
り

ε
の
引
例
は
逆
に
「
ボ
ー
ト
」
や
「
テ

ニ
ス
」
の
選
手
が
大
試
合
後
、

一
ヶ
月
二
ヶ
月
を

維

て
喀
血
死
を
や

つ
た
り
、
又
は
病
院
内
の
患
者
が
、
淋
中
で
喀
血
死
を
や
る
事
實
ざ
、
比
較
し

て
考

へ
ね
ば
な
ら

ぬ
。

次

に
喀
血

の
模
檬
を
見
る
ご
、
全
然
前
騙
喀
血
を
映

い
で
居

る
檬
な
、
大
量
喀
血

の
場
合
を
除

い
て
は
、
多
く
の
患
者
で
は

一
期
の
喀

血
に
、
其
初
期

に
於

て
最
大
量
を
喀
血
す

る
者

で
あ
る
.
即
ち

二
十
日
間
喀
血
が
績
け
ば
、
第

≡

二
日
目
迄

に
最
大
量
を
喀
血
す

る
者

で
、
第
十
五
、
十
七

日
目
頃

に
最
大
量
を
喀
血
す
る
、
ε
言

ふ
様
な
患
者
は
殆

ん
ど
な
い
の
で
あ
る

(安
静
の
外
に
何
等

の
止
血
刻
等
を

用
ひ
す
、
泳
嚢
も
用

ひ
な
い
で
放
置
し
て
置
い
だ
患
者

の
多
数
例
か
ら
見
て
)
。

喀
血
患
者

の
比
峯
を
見

る
ε
、
自
分
は
除
り
輕
症
患
者
を
取
扱
は
な

い
か
ら
、

正
確
な
%
を
畢
げ
難

い
が
、
患
者
を
初
診
す

る
迄

に
、

喀
血
し
て
居
る
者
が
約
五
〇
%

で
、
此
上
に
治
療
中
に
喀
血
を
始

め
る
者
を
加

へ
る
ご
、
総
患
者
中
僅

々

三
〇
%
、
即
ち

三
割
が
喀
血

し
な
い
の
で
あ
る
。
此

三
割
も
其
患
者
が
死
亡
す

る
迄
を
観
察
し
得
陀
な
ら
ば
、
爾
減
少
す

る
だ
ら
う
ご
考

へ
る
(全

死
亡
患
者

の
喀
血

統
計
を
、
現
在
有
し
無
い
事

は
遺
憾
で
あ
る
)
。

ッ

マ
リ
結
核
患
者
が
、
結
核
で
麗
れ
る
場
合
に
は
、
其
全
経
過
中
の
何
庭
か
で
喀
血
し

て
居

る
だ
ら
う
ご
考

へ
る
の
で
あ

る
。

虜
畳

ざ
し

て
は
第

三
に
喀
血
の
経
験
あ
る
患
者
に
就
て
は
、
從
來
の
喀
血
の
模
檬
を
、
詳
し
く
聞
糺
す
事
が
出
來
れ
ば
甚
だ
参
考

に
な

る
。
第

二
に
は
現
在
の
喀
血
の
模
檬
を
、
正
し
ー
判
定
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
。
讐
家

が
経
験

の
下
に
、
眼
前
の
喀
血
が
慮
置
を
要
す

る
者

か
、
放
置
し
て
差
支

へ
な
い
か
ご
、
言

ふ
事
を
判
定
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
此
れ
が
非
常

に
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
何
分

に
も
面

貌

の
異

る
檬

に
、
疾
患

の
状
態
が
違

つ
て
居

る
か
ら
、
喀
血
の
模
襟
ご
其
に
封
す

る
庭
置
も
千
差
萬
別
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
馨
家

ヘン

　
　　

　

　　

セ

こ
し

て
は
患
考
瀞

ご
同
時
に
死
な

い
限
り
は
、
喀
血
其
者
は
自
然
中
止
す

る
者
だ
、
ご
言
ふ
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
第
三

紅
出
血
量
に
無
關
係

に
、
安
静
は
大
切
な
腱
置
で
あ
る
,
喀
血

の
患
者
が
動
い
て
も
.
別
に
憂
化
が
な
か
つ
だ
こ
言
ふ
の
は
、
{
偶
然

の

事
實

に
過
ぎ
な
い
の
で
、
決
し
て
凡
て
の
喀
血
の
場
合
に
、
安
静
は
大
切
で
な

い
ご
言

ふ
事
を
、
断
言
す

る
の
は
愼
む

べ
き
笥
あ
孤
。

殊
に
量
は
少
く

こ
も
、
動
脈
性

の
出
血
だ
ら
う
.し
考

へ
ら
れ
る
場
合

に
は
、
安
静

は
最
も
有
穀
な
治
療
法
で
あ

る
。
第
-四
に
は
大
出
血

臨
淋
實
験
談
叢
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ご
、
少
量
で
も
動
脈
性
の
出
血
だ
ら
う
ご
考

へ
ら
れ
る
場
合

に
は
、
人
工
氣
胸
が
最
も
合

理
的
で
あ
る
。

"し
此
法
は
病
院
以
外
で
は

施
術
し
得

る
場
合
が
少

い
(殊
に
安
全
な
切
開
式

に
依
る
術
者

に
向

つ
て
は
)
。
第
五
に
は
喀
血
は
病
勢
の

三
轄
換
期

で
あ

つ
て
、
多
く

耽
場
合
に
於

い
て
、
喀
血
に
次

い
で
病
竈
が
増
大
す

る
か
、
叉
π
新
生
す

る
者
だ
か
喫

」
爾
後
の
榮
養
保
拷

の
向

つ
で
は
、
最
大
の
努

力
が
必
要

で
あ
る
。
第
⊥ハ
に
は
喀
血
時

の
熱
登
は
、
績
登
の
吸
引
性
肺
炎
ざ
か

叉
陀
粟
粒
結
核
-の
、爲
、尋

剃

尉
だ
ら
・嗣

自

分
は
其
熱
機
期
間
の
大
部
分
が
、
短
い
庭
か
ら
見
て
、
。寧
ろ
稽
留
し
て
居
司

揚
合
〔
司

」
襲
留
血
液
の
分
解
窟
物
の
鷺

す

る

者
で
、
弛
張
性
の
場
合

に
は
、
室
洞
内
の
混
合
傳
染
が
起

つ
だ
者
で
あ
る
事
が
、
熱
登
の
大
部
分
の
場
合
の
原
因
だ
ら
う
ご
考

へ
て
居

る
。

凡
そ
以
上
の
檬
な
考

へ
の
下

に
、
以
下

の
様
な
藥
剖
を
用

ふ
る
事

に
し
て
居

る
b

遽
常
患
者

の
知
識
程
度

に
從

つ
て
、
先
づ
喀
血

は
必

す
止
む
者
だ
こ
説

い
て
、
安
心
を
與

へ
て
、
た
こ

へ
血
線
で
あ
つ
て
も
、
不
取
敢
は
絶
封
安
静
を
命
じ
て
お
く
。
咳
噺
が
李
時
よ

り
多

い
様
な
れ
ば
、
戴

へ
嘉

・
鴛

め4
悉

食
慾
不
振
司

心
方
翔

ご
を
恐
鰯

」
濁

私

め
る
・
若
し

患
者
の
榮
養
状
態
が
良
く
な
い
時
に
は
、
肺
臓
に
鰐
血
の
存
じ
な

い
事
が
想
像

せ
ら
れ
て
も
、
少
量
,の
強
心
渕
を
伍
用
す

る
。
爾
食
餌

の測
劉

溺
ン
素

憩

相
倹
つ
て
馴
る劇
の
・
衡
劉

劉

燭

牛
策

象

潟

倒
い
唇

し
て
居
見

初

む

うり

同

の

喀
血

か
、
又
だ
再
喀
血

で
も
量
が
多

い
場
合

に
は
、
鎭
静
刻

ご
し

て
臭
劒
を
與

へ
る
(臭
素
や
加
里

に
原
因

す

る
、
藥
敷
的
の
副

　
ソ
ユ

作
用
は
來
な
い
檬
だ
)
。
大
量
喀
血

の
場
合
に
は
、
食
璽
は
勿
論
投
與
す

る
こ
ご
が
あ
る
が
稀
れ
で
あ

る
c
熱
登
に
は
下
熱
剤
を
與

へ
る

り

り

　

　
く

　
ト
　

が
、
撒
曹
類
は
好
ま
し
く
な

い
。
泳
嚢
も
用

い
る
が
砺
義
も
用
ひ
る
。
泳
嚢
も
心
悸
充
進
の
抑
制

の
目
的
で
小
さ
な
者
を
用

ふ
る
。
大

砲
な
ど
で
大
怪
我
人
が
多

い
時
に
、
是
等
を
泳
室

へ
入
れ
て
大
出
血
が
、
止
血

し
た
例
が
あ
る
さ
う
だ
が

(此
場
合
は
血
管
壁
が
健
康
で

大
出
血
の
爲

め
に
、
血
懸
も
低
下
し

て
居

つ
た
筈
だ
)
、
結
核
の
喀
血

に
過
低
温
が
利
く
ご
は
考

へ
ら
れ
な

い
か
ら
、

き
な
"

の
貼

用
は
考

へ
物
だ
。
砂
嚢
は
冬
期

ご
か
、
避
地
ご
か
、
又
は
泳
代
を
も
節
約
す

べ
き
必
要

の
あ
る
人
ご
測

胸
部
の
運
動
制
限

ご
し
て
は
大

い
に
用

ふ
べ
き
者
だ
。

号
腱
人
の
無

い
-場
爲



此
外
で
は
種

々
の
藥
捌
も
、
方
法
も
試
み
た
が
、
止
血
刻
で
自
分
が
安
心
を
得
だ
も
の
が
無
い
。
自
分
は
凡
そ

三
同
に
三
〇
琵
位
以
上

む

　
つ
　ソ

む

の
喀
血
を
し
た
患
者
に
の
み
、
近
來
多
く

「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
を
用

ふ
る
船
然
し
此
れ
は
豫
防
的
に
、
小
出
血
に
有
敷

で
あ
る
べ
き
で
、
相

當
量

の
喀
血
が
あ

つ
て
か
ら
、
時
間
を
纒
た
者
に
利
く
ピ
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
自
然
止
血

ご
、
藥
謝
で
止
血

せ
し

め
得
た
者

ご
の
鑑
別

　

は
困
難
で
あ
つ
て
、

「大
多
歎
の
場
合

に
於

て
有
敷
だ
」
ざ
言

ふ
様
な
、
抽
象
的
言
僻

で
断
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
止
血
を
目

的の特種の請
は、喀ー

患者に幾

分

の
安
心
を
與

へ
得

る
場
合
に
は
、
何
を
用

ふ
る
も
差
支

へ
は
無

い
。
學
問
的
に
言
つ
て
も
、
敷
力
の
不
確
實
な
者
を
濫
用
す

る
事
は

愼
し
む
べ
き
で
、
殊
に
高
便
な
藥
捌
は
、
生
計
の
不
安
を
懐
く
者
に
向

つ
て
は
、
注
意
を
要
す

る
事
言
ふ
迄
も
無

い
。

終
り

に
自
分
の
左
記

の
二
例
を
追
記
し

て
お
く
。

露

に
鵬

警

測
㊧

響

勧

さ
せ
て
ゼ

事
嫉

成
童日
に
も
あ
る
が
、
募

の
試
み
荷

の
中
に
は
・

蒔

間
位
は
呼
吸
歎
を
孚

減
し
て
、
し
か
も
代
償
的
の
深
呼
吸
を
や
ら
な

い
で
、
卒
氣
な
患
者
が
あ

つ
た
。
其
患
者
は
数
週
に
亙
る
小
喀
血
や
、
時

に
は
梢

ー
多

量

の
喀
血
も
頻
同

に
や
つ
た
が
、
此
練
習
を
行
つ
た
か
ら
、
喀
血
時

に
鷹
用

さ
せ
る
ご

(
三
日

三
同
位
)
李
均
的
に
何
だ
か
、
喀
血

日
歎

も
短
縮
す

る
し
、
大
喀
血
も
や
ら
な

い
檬

に
な

つ
陀
ご
考

へ
ら
れ
た
。

次

に
は

三
年

に
幾
同

こ
な
く
、
小
喀
血
や
血
疾
を
出
す
、
患
者
に
向

つ
て
、
春
秋

の
雨
季
、
氣
歴

の
攣
化
が
急
で
、
喀
血
時
季

ご
認

め
ら
れ

て
居

る
(居
な

い
人
も
あ

る
)
時
季
に
先
ん
じ
て
、

「
プ
ラ
ツ
ー
テ

ン
」
を
注
射
し
て
、
患
者

の
最
高
血
厘
を
李
均
五
乃
至
七

「
ミ
リ
」
低
下

さ
せ
て
置
い
て
、
各
患
者
の
喀
血
が
時
季
的
に
、
幾
分
豫
防
出
來
陀
か
ご
、
考

へ
ら
れ
だ
例
を
約
三
十
人
に
施
し
て
.
孚
歎
以
上

に
認

め
セ
。
然
し
此
れ
も
自
然

に
放
置
し

て
、
ど
う
で
あ
つ
た
か
は
不
明
で
あ
る
か
ら
、
誇
稗
す

る
分
け
で
は
な

い
が
、
若
し

「
ク
ラ
ウ
デ

ン
」
「ゲ
ラ
チ

ン
」
「
カ
ル
チ
ゥ

ム
」
を
利
く
ご
考

へ
る
人
は
、
老
人
以
外
の
患
者
に
向

つ
て
、

一
度
は
試
用
せ
ら
れ

る
事
を
希
望
す

る
。

要
之
、

喀
血

の
庭
置
は
豫
防
が
第

三
で
、
其
爲

め
に
は
平
時

の
療
養
條
件
を
良
く
す

る
事
は
勿
論
だ
が
、
患
者
の
病
竈
が
、
人
工
氣
胸
施

術
に
適
し
て
居

る
間
に
、
躊
躇
な
ー
、
人
工
氣
胸
を
施
す
に
勝
る
者
は
無

い
。
或
は
喀
血
の
場
合
に
も
、
人
工
氣
胸
以
外
に
合
理
的
な

方
法
は
、
現
在
の
腱
無

い
ご
言

つ
て
良
い
だ
ら
う
。
終

臨
淋
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